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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2008年度シラバス

卒業研究 (Graduation Thesis)

講義科目担当教員

機械工学科・5年C組・通年・必修・7単位 ( 学修単位I )

B1(20%) B2(10%) C2(70%) (d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(e),(f),(g)

特定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究
を行う．研究を通じて，問題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手
順を修得して，総合力およびデザイン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることで
コミュニケーション能力を身につける．

【C2 】 研究活動：研究テーマの背景と目標を的確に把握し
十分な準備活動を行い，指導教官，共同研究者と連携しなが
ら自主的に研究を遂行できる．

研究への取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シ
ートで評価する．

【C2 】 研究の発展性：得られた研究結果を深く考察し，今
後の課題等を示し，研究の発展性を展望することができる．

研究活動の状況，研究成果と卒業研究報告書の内容，研究発
表を評価シートで評価する．

【B2 】 研究発表の質疑応答において，その質問内容をよく
聞き，理解した上で，相手が理解できるように時間内に明瞭
でわかりやすく適切に応答できる．

研究活動の状況，研究成果と卒業研究報告書の内容や発表会
での内容を基に，質疑応答を行い，評価シートで評価する．

【B1 】 研究の発表は，方法を工夫し，与えられた時間内に
明瞭でわかりやすく発表できる．また．報告書は合理的な構
成で研究全体がわかりやすく簡潔・的確にまとめることがで
きる

卒業研究報告書の内容と発表内容を評価シートで評価する．

研究活動(C-2)を30%，研究の発展性(C-2)を30%，卒業研究報告書の構成(B-1)を10%，卒業研究発表の内容
(C-2)を10%，その発表(B-1)を10%，質疑応答(B-2)を10%として総合的に評価する．100点満点で60点以上を合
格とする．

研究内容に関する教科

なし



内容（テーマ，目標，準備など）

授業計画１（卒業研究）

生産加工3研究室(森本)地球・資源を守り，公害をださないよう環境問題に取り組んでいる．空きびんのリサイクルする

ため，3色のびんの自動選別機の研究を行っている．また，機械工学科がISO14001に準拠したKEMS（神戸環境マネジメン

トシステム）の認証取得ができ，その運用を行っている．

機械設計研究室(尾崎元)機械設計の流れについてコンピュータを使ってシステム化する設計の自動化に取り組んでいる．

設計計算やCAD製図などを一連の流れとしてシステム化し，設計の効率化をはかろうとしている．

機械要素研究室(中辻)機械要素の接触面の改質および潤滑に関する研究を行っている．とくに，境界潤滑および厳しい弾

性流体潤滑下を対象に，凹み粗さのポケット効果について検討している．

熱機関工学2研究室(吉本)各種燃焼炉や機器での系統的研究を主眼にして，噴流拡散火炎の安定限界や燃焼形態・基礎現

象に関する研究をしている．また，内燃機関での各種燃料における燃焼・排ガス特性について研究している．

制御工学1研究室(小林滋)機械システムの制御に関する研究，具体には入出力エネルギに注目した負荷とアクチュエータ

のインピーダンス整合の研究，また応用面では災害現場にて役立つことを目指したレスキューロボットの研究を行ってい

る．

流体工学2研究室(赤対)混相流（気相，液相および固相が混在する流れ），その中でも，特異領域の気液二相流（内径

230mmの大口径管内，20μmの微細気泡流，旋回流，固気液三相流）の研究を行っている．また，省エネ，バルブに関する

研究も行っている．

生産加工2研究室(齋藤)セラミックスの機械的性質のうち，硬度と抗折力が超音波加工の加工特性にどのような影響を与

えているか．また，セラミックス工具による高速切削加工高温切削加工の有用性，問題点について研究を行っている．

知能情報研究室(小林洋)太陽発電衛星などの大型宇宙構造物の位置と姿勢を制御するために，ロバスト安定性，サブシス

テムのコントローラの故障に対する耐故障性，2次評価関数に対する最適性を有する分散制御アルゴリズムを研究してい

る．

システム工学研究室(長)航空機の操縦性，運動性及び安全性等の向上を目的とし，航空機の運動を非線形システムとして

扱う飛行制御系の設計に関する研究を行っている．

制御工学2研究室(田口)目標値応答と外乱応答を同時に良好にできる制御系として2自由度PID制御系が知られており，そ

の最適なPIDパラメータの調整方法に関しての研究を行っている．

材料強度2研究室(西田)複合材料およびコーティング材料の応力測定を行っている．残留応力や熱応力は，材料の機械的

性質とその寿命に大きな影響を与えるため，主にX線などの回折現象を利用することで結晶レベルからのミクロの応力状

態を調べている．

生産加工1研究室(宮本)高機能先端材料の加工法に関する研究を行っている．複合材料や難削材の切削実験から工具摩耗

や切削抵抗の測定を行い，切削現象を調べるだけでなく有効な切削法を調べている．また，MLベルトを用いた鉄道レール

研磨に関する研究も行っている．

応用計測研究室（石崎)走査型トンネル顕微鏡（STM）や原子間力顕微鏡（AFM）に代表される走査型プローブ顕微鏡(SPM

）の一つ走査フォース顕微鏡（SFM）を開発し，探針に作用する静電力や磁気力に関する研究を主に行っている．

生産加工4研究室(尾崎純)織物繊維と熱可塑性樹脂を組み合わせたテキスタイルコンポジットチューブの熱成形に関する

研究を行っている．また，バイオマスを有効利用したエコマテリアルの創成にも取り組んでいる．

材料強度1研究室(和田)FRPなどの高分子系複合材料を対象として内部損傷の発達に伴う材料劣化過程のモデリングを行っ

ている．また超音波を用いた複合材料の非破壊検査手法についても研究している．

情報工学研究室(朝倉)数値計算による固相拡散接合の接合過程予測と最適化に関する研究，および，画像解析に関する研

究を行っている．現在，固相接合界面観察による接合部評価を目的とした画像解析手法の開発に取り組んでいる．

材料学研究室(早稲田)超塑性セラミックスを用いたセラミックス同士の接合や薄膜形成に関する研究を行っている．また

，生産技術に結びつく画像解析の開発，材料工学等のe-learning教材や工学教育用教材の開発に取り組んでいる．

応用物理研究室(熊野)小型分散型電源への応用が期待される熱光起電力（TPV）発電システムの高効率化に関する研究を

行っている．具体的には，高温のセラミックスから放射される熱ふく射の波長を制御する実用的な技術の開発に取り組ん

でいる．

流体工学1研究室(林)界面を有する流れの数値シミュレーション技術の開発およびそれを用いた二相流数値予測に組んで

いる.主に，界面の複雑な変形挙動を詳細に計算する界面追跡法に関する研究を行っている.

熱機関工学1研究室(山本)数値流体力学をベースとして主に，(1)次世代型原子炉の炉内熱流動解析，(2)鼻腔・副鼻腔空

間内における薬液ミストの輸送現象に関する数値解析， (3)固体高分子型燃料電池内の化学種（水素，酸素など）の輸送

現象の数値解析，に関する研究を行っている．

計測工学1研究室(武縄)ロボットハンドに適した磁気式触覚センサの研究を行っている．3軸力ベクトルの計測と接触状態

（固着，すべり）の検出を同時に行うための素子の構 成・配置を調べ定式化を試みている．また，提案したセンサを用

いたハンドの制御手法の開発に取り組んでいる．

備

考
中間試験および定期試験は実施しない．


